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［事案 2020-331］入院・手術給付金等支払請求  

・令和 4年 12 月 8日  和解成立 

＜事案の概要＞ 

給付金請求をしたところ、医療機関への確認に同意するよう求められたこと等を不服とし

て、入院・手術給付金等の支払いを求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

子宮筋腫により入院し手術を受けたことから、令和元年 5 月に契約した組立型保険にもと

づき入院給付金等を請求したところ、調査会社による調査を実施するための同意書の提出を求

められた。しかし、以下等の理由により、同意書を提出することなく、入院・手術給付金およ

び遅延損害金ならびに精神的苦痛に対する慰謝料を支払ってほしい。 

(1)子宮筋腫で経過観察中であったが、医師から子宮筋腫について特別の危険性を指摘された

ことや何らかの処置を受けたことはないことから、告知は不要である。 

(2)仮に告知が必要であったとしても、告知にあたって募集人からは「特別な治療を行ってい

ないのであれば問題ない」と不告知教唆または告知妨害を受けている。 

＜保険会社の主張＞ 

以下等の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)医療機関への確認について申立人の同意が得られないため、告知義務違反への該当有無お

よび支払事由の発生有無を判断するための確認ができない。 

(2)申立人によれば、告知日より前に婦人科検診を受診し、子宮筋腫の指摘を受け、3 年ほど

定期検診を受けるように言われたとのことであり、これを前提とした場合、告知義務違反

があったことになる。 

(3)申立人によれば、平成 30 年 2 月に市の無料検診を受診し、小さい筋腫があると指摘を受け

て、その後半年に 1 回検査を受けていたとのことであり、これを前提とした場合、責任開

始期前に発症したと判断され、約款上の支払対象に該当しない可能性がある。 

(4)募集人が告知妨害または不告知教唆を行った事実は認められない。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、告知時の状況等を把握する

ため、申立人および募集人に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

上記手続中、申立人からカルテ等の医的資料が提出された結果、入院・手術給付金等は支払

われたが、告知義務違反があったとして女性疾病特約が解除された。 

裁定審査会では、申立人に告知義務違反が認められる一方、募集人による告知妨害または不

告知教唆は認められないものの、以下の理由により、和解により解決を図るのが相当であると

判断し、和解案を当事者双方に提示し、その受諾を勧告したところ、同意が得られたので、手

続を終了した。 

(1)募集人は、告知にあたって、申立人から子宮筋腫があることを聞いていたことを認めてい

るが、同疾病が、告知が必要な病気として告知書に記載されていたことを踏まえると、募

集人としては、申立人に対してもう少し丁寧な対応が望まれたと考える。 


